




 

小児の健康度の評価に関してはすでに多くの研究がなされている。しかしながらその向上,

ことに乳児の体力面の向上については赤ちゃん体操以外にこれといってまとまったものが

ないのが現状である。 

 近年選手育成を中心として発展してきた水泳教室が一般の健康づくりにも活用されるよ

うになり,幼児の水泳教室からベビースイミング,さらには妊婦の水泳教室もかなりの施設

でおこなわれている。そこで,このベビースイミングが乳児および低年令の幼児の健康づく

りにいかに関与しているかを検討することとした。 

 調査方法は神奈川県平塚市および小田原市に所在する同系列の 2つのスイミングスクー

ルのベビースイミングのクラスの児を対象とし,そのクラスに在籍する児の身体計測を月

1回おこない,6 ヵ月以上在籍したものの成長状況を検討した。また母親に対してアンケー

トにより,ベビースイミングを始めてから児がどのようにかわったかを調査した。 

 身体計測値を昭和55 年の乳幼児身体発育値の中間値,10 パーセンタイル,90 パーセンタ

イルのグラフに重ねてみると,身長・体重・頭囲の増加は正常といえる範囲であるが,胸囲

は図に示すごとく,とくに女児において増加のいちじるしいものが認められた。 


